
①派遣先

②被派遣者 年 月 日

〒 -

年 月

年 月 年 月

年 月 年 月

年 月 年 月

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

※出発地が現住所と異なる場合は出発地（駅名/バス停名）及びその理由を記入してください

※本事業で得た個人情報は、本事業内のみで使用します

※本事業の専用ウェブページにある[個人情報について]に同意していただいたものとします

合　計
a c

○○IC 80.0km 1,000 1,000

6/22、23は楽器運搬のため自家用車を利用。
6/22は、翌日の授業開始時間に間に合わないため宿泊。

d

14,800 4,400 9,800

(備　考)

b

8,880

2021/6/23

1,100 9,800 ○○市

××IC その他

③旅費

旅費合計
（a+b+c+d)

車 賃

(木) 1,1003,000

運賃

乗車券

特急

急行料金

交通費

小計

※本事業の旅費基準に従って計上してください

※乗り換え毎に行を分けて記入してください

※交通機関名欄は、プルダウンより選択してください

※バス運賃の根拠書類を添付してください（運賃表、検索画面のコピー等）

※距離を必ず記入してください

↓（申請時）様式3に転記してください

　（報告時）様式10に転記してください

(水)
○○小学
校

自宅 自家用車 120.0km

××IC ○○IC その他 80.0km

0

1,000 1,000

0 1,100

2021/6/22 (火) 自宅
○○小学
校

自家用車 120.0km

200

1,000 3,000△△駅 ××駅
JR特急あ
り

100.0km 2,000

○○駅 △△駅
私鉄特急
なし

5.0km 200

2021/6/17 (木) ××駅 △△駅
JR特急あ
り

100.0km

△△駅 ○○駅
私鉄特急
なし

5.0km 200 200

1,000 3,000 1,1002,000

△△駅 ××駅
JR特急あ
り

1,000100.0km 2,000 3,000

△△駅 ○○駅
私鉄特急
なし

5.0km

200 200○○駅 △△駅
私鉄特急
なし

5.0km

200

移動区間 ※交通

機関名

※距離

(㎞)

××駅 △△駅
JR特急あ
り

100.0km 2,000 1,0002021/6/10

37,880 円

日付 曜日 宿泊地
発地 着地

日当 宿泊費

200

2000 1 ○○賞入賞

ヴァイオリニスト

○○県

最寄交通機関 JR○○線 最寄駅/バス停 ××駅

1990 1 ○○賞入賞

■専門分野に係る主な賞歴、活動実績など

現住所 XXX XXXX ○○県××市××町XXX-XX

専門分野 ヴァイオリン 所属団体 ●●室内管弦楽団 職業

学校名 ○○市立文化小学校 最寄駅/バス停 ○○駅

1970/1/1

本名 芸術　花子 芸名 文化　はなこ 性別

令和 3 8 1 現在

ふりがな げいじゅつ　はなこ ふりがな ぶんか　はなこ 生年月日

女

第3回
都道府県・

政令指定都市名
○○県6月10日(金) 6月17日(金) 6月23日(木)

様式４

令和4年度文化芸術による子供育成総合事業（芸術家の派遣事業）

被派遣者 略歴書(兼)旅費計算書

実施日 第1回 第2回

（西暦・必須）
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 様式 4 被派遣者略歴書（兼）旅費計算書 記入例

 黄色セルは該当する項目をプルダウンリストより選択し、入力してください
 青色セルは自動計算のため入力不要です

講師・補助者とも1名につき1枚作成してください

旅費について
• 片道ずつ、行程順に記入してください
• バス代を計上する場合は、「運賃乗車券」欄に記入してください
• 高速道路代を計上する場合は、交通機関機関名を「その他」とし、料金を「特急急行料金」
欄に記入してください

• 前後に別の実施希望校と連続日程を取る場合は、他方の学校と旅費が重複しないよう、事前
に打ち合わせを行ってください



①　旅費を計上する実施校

②被派遣者 年 月 日

〒 -

年 月

年 月 年 月

年 月 年 月

年 月 年 月

→

→

→

→

→

→

→

→

※出発地が現住所と異なる場合は出発地（駅名/バス停名）及びその理由を記入してください

※本事業で得た個人情報は、本事業内のみで使用します

※本事業の専用ウェブページにある[個人情報について]に同意していただいたものとします

③

最寄駅/バス停

第3回

専門分野 所属団体 職業

本名 芸名 性別

現住所

令和4年度文化芸術による子供育成総合事業（芸術家の派遣事業）

被派遣者 略歴書(兼)旅費計算書（連続行程用）

実施日 第1回 第2回

ふりがな ふりがな 生年月日

令和 現在

最寄交通機関 最寄駅/バス停

■専門分野に係る主な賞歴、活動実績など

④旅費
↓（申請時）様式3に転記してください

　（報告時）様式10に転記してください

※本事業の旅費基準に従って計上してください

※乗り換え毎に行を分けて記入してください

※交通機関名欄は、プルダウンより選択してください

※バス運賃の根拠書類を添付してください（運賃表、検索画面のコピー等）

※距離を必ず記入してください

旅費合計
（a+b+c+d)

0 円

第1回

②

特急

急行料金

交通費

小計
車 賃 日当 宿泊費 宿泊地日付 曜日

移動区間 ※交通

機関名

※距離

(㎞)

運賃

乗車券発地 着地

0

0

0

0

0

0

都道府県・
政令指定都市名

0 0 0 0

(備　考)

合　計
a b c d

③　①旅費を計上する実施校と連続行程を組む実施校

様式４-B

①

学校名

No.

0

都道府県 実施校名 第3回

連続実施校
最寄駅/バス停

実施日

※連続行程を取る学校の参加予定者が、全回通して同一の場合のみ、

本様式を使用してください。学校ごとにメンバーを入れ替えて実施する

場合は学校ごとに【様式4】を作成してください

※旅費を計上する学校以外の【様式3】は旅費0円で計上してください

第2回

（西暦・必須）
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 様式 4-B 被派遣者略歴書（兼）旅費計算書（連続行程用）

 複数の申請校によって連続行程を組む被派遣者の構成がすべての回で同一の場合、本様式を使用し
てください。学校ごとにメンバーを入れ替えて実施する場合、本様式は使用できませんので、学校ご
とに【様式4】を作成してください

 旅費を計上する学校以外の【様式3】は旅費0円で計上してください



①　旅費を計上する実施校

②被派遣者 年 月 日

年 月 年 月

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

※出発地が現住所と異なる場合は出発地（駅名/バス停名）及びその理由を記入してください

※本事業で得た個人情報は、本事業内のみで使用します

※本事業の専用ウェブページにある[個人情報について]に同意していただいたものとします

58,250 2,960 8,800 39,200

(備　考)

合　計
a b c d

1,100 9,800 ○○市(土) 0

(日) ○○駅 △△駅
JR特急あ
り

100.0km △△市2,500 1,500 4,000 1,100 9,800

○○駅 文化小 徒歩 1.0km

文化小 ○○駅 徒歩 1.0km 0

0

○○市

A駅 ○○駅
JR特急あ
り

150.0km 3,000 2,500 5,500

0 1,100 9,800(金) 自宅 A駅 自家用車 10.0km

特急

急行料金

交通費

小計
車 賃 日当 宿泊費 宿泊地曜日

移動区間 ※交通

機関名

※距離

(㎞)

運賃

乗車券発地 着地

④旅費
↓（申請時）様式3に転記してください

　（報告時）様式10に転記してください

※本事業の旅費基準に従って計上してください

※乗り換え毎に行を分けて記入してください

※交通機関名欄は、プルダウンより選択してください

※バス運賃の根拠書類を添付してください（運賃表、検索画面のコピー等）

※距離を必ず記入してください

旅費合計
（a+b+c+d)

109,210 円

③ ○○県 ○○市立第二芸術小学校 △△駅 6月13日(月)

④ ××県 ××市立派遣中学校 ××駅 6月14日(火)

② ○○県 ○○市立第一芸術小学校 第一小学校前 6月13日(月) 9月1日(水)

① ○○県 ○○市立文化小学校 ○○駅 6月10日(金) 6月17日(金) 6月23日(木)

No.
連続実施校

最寄駅/バス停
実施日

都道府県 実施校名 第1回 第2回 第3回

③　①旅費を計上する実施校と連続行程を組む実施校

※連続行程を取る学校の参加予定者が、全回通して同一の場合のみ、

本様式を使用してください。学校ごとにメンバーを入れ替えて実施する

場合は学校ごとに【様式4】を作成してください

※旅費を計上する学校以外の【様式3】は旅費0円で計上してください。

本名 芸術　花子 芸名 文化　はなこ 性別 女

ふりがな げいじゅつ　はなこ ふりがな ぶんか　はなこ 生年月日 1970/1/1

令和 3 8 1 現在

○○県

学校名 ○○市立文化小学校 最寄駅/バス停 ○○駅

令和4年度文化芸術による子供育成総合事業（芸術家の派遣事業）

被派遣者 略歴書(兼)旅費計算書（連続行程用）

実施日 第1回 6月10日(金) 第2回 6月17日(金) 第3回 6月23日(木)
都道府県・

政令指定都市名

(木) 自宅 A駅 自家用車 10.0km 0 1,100

△△駅
第一芸術
小

徒歩 1.0km 0

A駅 △△駅
JR特急あ
り

250.0km 5,000 4,000 9,000

250.0km 5,000 4,000 9,000

第一芸術
小

△△駅 徒歩 1.0km 0

A駅 自宅 自家用車 10.0km 0

0

△△駅 A駅
JR特急あ
り

2022/9/1

2022/6/12

2022/6/11

2022/6/10

日付

（西暦・必須）
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 様式 4-B 被派遣者略歴書（兼）旅費計算書（連続行程用） 記入例

講師・補助者とも1名につき1枚作成してください

連続行程を取る場合の旅費について
• 【様式4-B】は、次の両方に該当する場合のみ使用することができます
１）旅費を計上する代表校と連続行程を組む申請校が1校以上
２）代表校および連続行程を組む申請校の被派遣者の構成がすべての回で同一
※該当しない場合は、学校個別に【様式4】を作成し、申請を行ってください
※上記に該当している場合でも、従来通り行程を学校ごとに分割して個別に旅費を計
上する形式で申請いただいても審査に影響はございません

• 【様式4-B】を使用して旅費を申請する場合に限り、①の実施校の旅費は「 ①と連続
行程をとる各実施校の上限の合計金額」までを上限として申請することができます

• ①または③の学校のうち、単独行程をとる実施日が設定されている場合も、すべての
学校の全回分の旅費を記入してください

• 行程の記入方法はP.21「様式 4 被派遣者略歴書（兼）旅費計算書」の記入例をご参
照ください
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Q & A

Q1. 本事業の実施に当たり、文化庁が負担する経費（謝金・旅費・講演等諸雑費）以外は地
元主催者が負担することとなっていますが、これは具体的にどのようなものがあります
か？

A1. 地元主催者が負担する経費としては、複数校が合同で開催する等で文化施設等を利用する場
合の使用料や児童・生徒の移動費、ピアノ調律代、電話代等の事務経費、会場の光熱水費等
があります
楽器運搬費や研修教材費等に係る諸雑費については、文化庁が経費の一部を負担いたします
実施内容により異なりますので、都道府県等担当者や事務局と御相談ください
なお、文化庁の支出対象経費であっても、募集案内で定められた基準額を超える部分につい
ては、地元主催者の負担となります

Q2. 実施直前に補助者が必要となったので、新たに依頼したいのですが、その場合も経費
（謝金・旅費）は支払われるのでしょうか？

A2. 限られた予算の範囲で実施しているため、事業決定後に補助者を増員することはできません
申請の際に十分御検討ください

Q3. 実施回数が複数回となる場合、その開催日は連続していないといけないのでしょうか？
A3. 効率的な事業実施の観点から、連続していることが好ましいですが、実施希望校・被派遣者

の都合によりやむを得ない場合は、その限りではありません

Q4. 開催日程として同日に 2 回実施した場合、謝金は実施回数分支払われるのでしょうか？
A4. 被派遣者（主指導者）への謝金は「1日当たり 35,650円」となっています

なお、実施校が異なる場合等（派遣先：2校）であれば、35,650円 × 2校分が
支払われます

Q5. 補助者の謝金について、「演奏者」「実技指導者」と区分されていますが、具体的には
どのように分類するのでしょうか？

A5. 「演奏者」は実技を披露する者、「実技指導者」は実技指導を補助する者を言います
実技指導の一環で実技披露を行う場合は、原則として実技指導者に該当します

Q6. 謝金について、補助者は時間当たりの単価になっていますが、打合せの時間を含めてい
いのでしょうか？

A6. 謝金の時間とは、児童・生徒に事業を行った実施時間であり、拘束時間ではありません
ので、移動、練習、打合せ等は時間に含みません
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Q7. 旅費が計画時よりも安くなった場合、決定額の合計金額内であれば、講演等諸雑費に流
用してもいいのでしょうか？

A7. 謝金・旅費・講演等諸雑費間での流用はできません
講演等諸雑費は申請書類を基に、金額が決定しますので、申請以降の内容変更はできません
また、旅費の個人間での流用もできません

Q8. 学校側で招聘する芸術家を見つけることが難しいため、芸術家を紹介してもらうことは
できるのでしょうか？

A8. 本事業では、多くの学校で実施いただくことを目的に、芸術家・芸術団体の協力のもと「協
力者名簿」を作成しております
名簿を御覧になりたい場合は、各都道府県・政令指定都市の本事業担当課にお問合せください

Q9. 事業決定時から内容（日程・補助者変更を含む）を変更したい場合、どうすればよいで
しょうか？

A9. 原則的に事業決定時からの変更は認められませんので、申請前に地元主催者と講師の間で詳
細を確認の上、書類の提出をお願いいたします
ただし、事業決定時の内容を変更しなければ事業の実施ができないことから、文化庁に事前
に変更承認を受けた場合にのみ、決定時の金額を上限として変更が可能となります
変更に関する書類等の届出や手続き等については、実施の手引きで詳細を御連絡いたします

Q10. 1校について、講師 A・B・C の 3名で1回ずつの応募は可能でしょうか？
A10. 計3回以内で可能です

ただし、1件ずつ書類を作成してください

Q11. 小中一貫校の場合、小学部と中学部の両方の実施を合わせて３回が上限ですか？
A11. 小学部と中学部でそれぞれ 3回ずつの実施が可能です

Q12. 周辺の学校と2校合同で実施を予定しています。実施会場が体育館の場合は、
補助者最大8名、講演等諸雑費上限100,000円でしょうか

A12. 体育館で実施する場合は、補助者最大5名、講演等諸雑費上限50,000円です
複数校による合同開催かつ文化施設で実施する際のみ、補助者最大8名、講演等諸雑費
上限100,000円に該当します

Q13. 音楽著作権使用料の見積はどのように取得すればよいでしょうか
A13. 音楽著作権使用料の見積は、下記の「使用料計算シュミレーション」で試算可能です

計算結果を印刷して御提出ください
【使用料計算シミュレーション】
https://www.jasrac.or.jp/info/event/simulation.html
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 ＜別紙＞実施分野

大項目 中項目

音楽 A ピアノ B 声楽 C 弦楽器 D パーカッション E 管楽器 F その他

演劇 A 現代劇 B ミュージカル C 人形劇 D その他

舞踊 A バレエ B 現代舞踊 C 身体表現 D その他

大衆芸能 A 落語 B 講談 C 漫才 D 浪曲 E その他

美術 A 洋画 B 日本画 C 版画 D 彫刻 E 書 F 写真 G その他

伝統芸能 A 歌舞伎 B 能楽 C 人形浄瑠璃 D 日本舞踊 E 和太鼓 F 箏 G 三味線 H その他

文学 A 俳句 B 朗読 C その他

生活文化 A 囲碁 B 将棋 C 華道 D 茶道 E 和装 F 食文化 G その他

メディア
芸術

A メディアアート B 映画 C アニメーション D マンガ E その他
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< 別紙 >片道 100km未満の特例区間（特別急行料金及び特別急行列車座席指定料金の特例対象区間）
【令和 3年 7月現在】


